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出席報告

会員数77名 出席数 49名 欠席数 25名

出席免除会員 ３名（荒川(雄)君、村上君、田中君）

出席率 ６6．21％

前回補正出席率 9/5 79.72％ 8/29 81.08％

欠席者

足立君、荒川(圭)君、圓道君、深田君、橋谷君、秦野

(一)君、細田君、岩崎(稔)君、河井君、北沢君、小西君、

松浪君、宮岡君、村上(博)君、永島(武)君、西村君、

佐田山君、杉原君、戸田君、上森(英)君、寺崎君、内

田君、吉野君、吉岡君

ビジター

入澤宏君（米子）、松岡晃君（米子南）

メーキャップ

木下君、永島（武)君（9/13米子中央）、岩崎(浩)君

（9/15ＩＡ地区委員会）、小土井君（9/16青少年）

今週のお祝い

本人誕生祝：２日新納哲雄君、１１日宮岡博就君、１

８日井上賢明君、２１日杉原弘一郎君、２５日梅田

整一君

スマイルＢＯＸ 17,000円 （累計383,000円）

本人誕生祝：井上(賢）君、梅田君、新納君、荒川

（雄)君、藤尾君、夫人誕生祝：藤尾君

抹茶を飲んでいるからだとおっしゃておられましたが、

毎日抹茶を飲んでらしても早くなくなられる方もおら

れます。心静かに一服のお茶を飲む。心の豊かさが

長寿につながるのではないかとおもいます。何よりも

大切なのは、精神的な安定と謙虚で無欲なのが長

寿の第一条件です。そのために心配事などないよう

心がけたいものです。

幹事報告

１．ＩＡ鳥取県ブロック協議会開催について

９月２９日(土) 14：00～16：30

鳥取県立県民文化会館にて

２．会員増強・Ｒ財団セミナーのお礼

会長挨拶

今日は100歳に近づくための心構えを考えたいと思

います。秦の始皇帝も不老不死の薬のためにたくさん

の使者を世界中にだしました。元気なお年寄りの方

に”お元気ですね。”と声をかけると、みなさん必ずと

言うほど”100歳まではがんばります。”と、答えられま

す。どうやら100歳というのは長生きのひとつの目安の

ようです。しかし、100歳まで生きていらしても必ずしも

健康にめぐまれていた方ばかりではありません。100歳

まで元気で生きると自分で思っても、あまり口にしない

方がいいのかもしれません。人は何歳になっても謙虚

でなくてはならないと思いました。長寿の方でも若い時

から健康な方ばかりではありません。 かえって健康

ではない人が謙虚に生活し年齢とともに元気になって

いかれます。ロータリーの中でも原パストガバナーは

93歳になられますが、階段でもとんとんと上がられ、頭

がとてもさえていらっしゃいます。人間は謙虚に見えな

い力によって生かされているのだと、感謝しながら生き

ることが大切だと思いました。原パストガバナーは毎日



次回プログラム
９月１９日 観月例会
２６日 「私の考える職業奉仕」

山根喜代寿君、戸田忍君

プログラム

「米子松蔭高等学校IAC活動報告」

米子松蔭高等学校ＩＡＣ会員

角修平君、安達洋貴君、松田祐輝君

ボランティア活動を通して、多くの人々と連帯をつくり、と

もに手をたずさえて生きていくことの大切さを学び、自己

の向上を目指す。

月々の活動予定を決め活動しています。

伯耆大山駅の清掃・大山美化清掃・割り箸回収・地域

清掃・文化祭チャリティーバザー・NHK歳末助け合い募

金もみの木園夏祭り参加・手話練習などいろいろな活動

をしています。

手話は始めたばかりですが、今年最後の活動として手

話で話が出来るようしたいと思っています。

清掃活動をしていると、地域の方に声かけをしてもらい

とてもうれしいです。

現在、部員がとても少なく今後の活動が心配です。

新入部員の勧誘にも力を入れ、安定した活動が出来る

ようにしたいと思っています。

１０月３日 「ロータリーの友紹介」
「 」
米山奨学生 郭 權慧 氏

ロータリーへの想い

「ロータリーへの想い」

橋谷 伊佐夫

昨年米子東ロータリークラブに入会させていただき早１

年が過ぎました。この１年の振り返りを自分なりにしたい

と思います。

昨年５月に入会し、クラブ会員の皆様と顔見知りになる

ことが今後の自分自身に非常にプラスになると思い、前

任者に引継ぎ入会いたしました。初めは見ず知らずの

方ばかりでありますし、お話の内容も初めて聞く内容ば

かりで理解に苦しむ日々でありました。それから月日が

流れだんだん理解できるようになり、社会奉仕の重要性

並びに会員相互親睦、信頼の必要性が良く解かり、若

さを武器にまだまだ取組みを進めて行かなければなら

ないな考えているところです。また、会員として卓話等

で素晴らしい方々のお話を聞き、一般常識を再認識す

る事が多く、自分を振り返るチャンスとして積極的なと仕

組みも行いたいと思っております。


